
郷
土
史
探
訪

伝
　
大
友
軍
道

　
－
山
中
に
取
り
残
さ
れ
た
道
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
　
沖

光

は
じ
め
に

　
江
戸
時
代
に
府
内
街
道
と
呼
ば
れ
た
遺
が
あ
り
、
浜
脇
村
か
ら
赤
野

部
落
、
赤
松
村
を
経
て
銭
瓶
峠
を
越
え
府
内
に
伸
び
て
い
た
。
有
名
な

銭
瓶
峠
騒
動
の
舞
台
で
あ
る
銭
瓶
峠
は
高
崎
山
の
裏
手
に
位
置
す
る
が
、

銭
瓶
峠
騒
動
よ
り
も
ず
う
っ
と
以
前
の
大
友
時
代
の
遺
物
で
あ
る
「
大

友
車
道
」
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
道
路
跡
と
お
ぼ
し
き
も
の
が
赤
野

地
区
山
中
（
地
元
で
は
こ
や
ま
し
山
と
言
う
）
に
あ
る
（
現
在
の
行
政

町
名
で
は
別
府
市
山
家
町
十
組
）
。

　
こ
の
赤
野
地
区
に
は
大
友
時
代
に
大
友
氏
の
枝
城
が
あ
っ
た
が
、
現

在
そ
の
場
所
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
こ
の
枝
城
は
、
建
武
の
中
興
に
功
績
の
あ
っ
た
楠
木
正
成
の
弟
、

正
氏
の
子
孫
が
豊
後
浜
脇
赤
野
に
移
住
し
て
大
友
十
代
親
世
に
仕
え
、

雄
城
氏
を
名
乗
り
代
々
城
主
と
し
て
き
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
赤

野
弑
の
側
を
大
友
恵
迫
が
通
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
「
伝
大
友
車
道
」
が
本
物

で
あ
る
と
云
う
史
料
は
な
い
。

ま
た
真
実
で
は
な
い
と
云
う

証
拠
も
無
い
。
有
る
の
は

フ
」
こ
に
大
友
車
道
が
あ
っ

た
」
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
事

実
だ
け
で
あ
る
。
代
々
言
い

伝
え
ら
れ
て
き
た
重
み
が
こ

こ
に
は
あ
る
。
そ
の
重
み
を

頼
り
に
レ
ポ
ー
ト
し
よ
う
と
思
う
。

　
こ
の
大
友
車
道
は
府
内
街
道
（
今
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
森
林
化
し
て

い
る
。
現
在
の
道
は
昭
和
九
年
完
成
の
新
道
。
）
の
す
ぐ
近
く
に
位
置

し
て
い
る
が
、
府
内
街
道
と
は
緑
が
切
れ
た
位
置
に
あ
る
。
と
は
い
え

高
崎
山
城
の
す
ぐ
下
に
位
置
し
て
お
り
、
こ
こ
に
車
道
が
あ
っ
た
と
し

て
も
全
く
不
自
然
で
は
な
い
位
置
関
係
に
あ
る
。
二
階
崩
れ
の
際
に
義

鎮
が
、
薩
摩
島
津
氏
の
府
内
侵
攻
の
際
に
は
後
続
が
、
。
こ
の
道
を
走
っ

た
で
あ
ろ
う
と
想
像
が
膨
ら
む
の
で
あ
る
。
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大
友
軍
道
と
は

　
大
友
軍
道
に
つ
い
て
は
昭
和
八
年
編
纂
の
『
別
府
市
誌
』
に
か
な
り

詳
し
く
記
載
ざ
れ
て
い
る
。
少
し
長
く
な
る
が
引
用
し
て
み
よ
う
。

　
　
「
宗
麟
時
代
の
道
路
は
蓋
し
概
ね
軍
道
な
り
。
而
し
て
盛
ん
に
利
用

さ
れ
た
る
も
の
凡
そ
数
線
あ
り
。
其
の
一
は
府
内
よ
亘
戸
次
、
野
津
院
、

宇
目
郷
酒
利
、
梓
峠
よ
り
日
向
国
臼
杵
郡
に
出
で
餌
（
今
の
延
岡
）
無

鹿
に
達
す
る
も
の
即
ち
日
向
街
道
な
り
。
其
の
二
は
則
ち
府
内
若
は
高

崎
山
城
よ
り
船
箇
尾
城
（
大
分
郡
阿
南
村
大
津
留
）
権
現
岳
城
（
大
分

郡
東
庄
内
村
龍
原
）
を
連
繋
し
て
、
大
友
氏
の
重
臣
朽
網
氏
の
鎮
せ
る

山
野
城
（
直
入
郡
長
湯
村
字
下
）
に
至
り
、
更
に
伸
び
て
志
賀
氏
の
南

山
城
（
直
入
郡
白
丹
村
大
字
白
丹
）
と
連
絡
し
、
遂
に
豊
肥
國
境
波
野

高
原
に
至
る
。
所
謂
朽
網
街
道
と
す
。

　
其
の
三
は
則
ち
府
内
若
は
高
崎
山
城
よ
り
、
高
崎
（
大
分
郡
石
城
川

村
）
朴
木
（
同
郡
由
布
川
村
）
嶽
本
、
並
柳
（
共
に
速
見
郡
北
由
布
村
）

船
木
（
玖
珠
郡
東
飯
田
村
）
戸
畑
（
玖
珠
郡
北
山
田
村
）
反
び
日
田
を

経
て
、
筑
後
筑
前
に
出
づ
る
も
の
是
な
り
。
其
の
四
は
府
内
よ
り
浜
脇

別
府
を
経
て
、
野
口
よ
り
鉄
輪
街
道
に
出
で
、
十
文
字
原
よ
り
五
郎
丸

（
宇
佐
郡
津
房
村
）
松
本
（
同
郡
同
村
）
龍
王
城
を
歴
て
香
下
妙
見
嶽

城
に
連
繋
せ
る
も
の
是
な
り
。
而
し
て
こ
の
第
四
軍
道
は
其
の
端
を
野

口
に
発
し
て
、
別
府
と
の
交
渉
関
係
頗
る
密
接
な
る
も
の
あ
り
。
当
時

の
野
口
は
、
一
面
に
於
て
両
筑
よ
り
、
日
田
玖
珠
並
び
に
由
布
院
を
経

て
別
府
、
府
内
に
至
る
宮
道
幹
線
の
衝
に
当
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
又
里

屋
、
古
市
よ
り
至
る
豊
前
海
岸
街
道
を
承
け
て
、
軍
旅
人
馬
の
去
来
殆

ん
ど
虚
日
な
く
、
京
洛
の
兵
乱
を
避
く
る
月
卿
雲
客
、
乃
至
観
光
漫
遊

の
他
邦
人
が
、
府
内
の
繁
華
に
あ
こ
が
れ
て
畜
至
雑
沓
し
、
野
口
の
街

四大大友軍道配置概略図図１
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　／

／
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／
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巷
転
た
肩
摩
穀
撃
の
熱
閑
境
を
現
出
し
た
る
や
略
々
想
ふ
べ
き
な
り
。
」

以
下
略
。

　
上
記
別
府
市
史
に
記
載
さ
れ
て
い
る
土
地
名
や
城
名
を
現
在
の
地
図

上
に
転
記
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
現
在
の
国
道
や
県
道
に
沿
っ
て
い
る
こ

と
が
判
る
（
図
１
）
。

　
大
友
氏
以
前
か
ら
の
戦
国
時
代
の
道
路
は
す
べ
て
兵
の
移
動
に
利
用

さ
れ
て
い
た
訳
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
の
道
は
車
道
と
言
え
る
訳
で
あ

る
が
別
府
市
史
記
載
の
車
道
は
そ
の
主
た
る
も
の
、
メ
イ
ン
ロ
ー
ド
と

云
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
に
し
ろ
大
友
氏
時
代
と
そ
れ
以
前
の
戦

国
時
代
か
ら
の
中
世
城
館
は
大
分
県
内
に
は
五
六
九
ケ
所
在
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
県
内
網
目
の
ご
と
き
状
態
で
道
が
あ
っ
た
と
想
定
で
き

る
。

　
（
参
考
一
別
府
市
に
は
中
世
城
館
は
六
ヶ
所
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
貴

船
城
（
鉄
輪
）
、
赤
野
城
（
浜
脇
）
、
大
友
館
（
浜
脇
）
、
銅
山
要
害

（
浜
脇
）
、
ふ
が
い
城
（
野
田
）
、
立
石
城
（
立
石
）
。
）

伝
承
の
大
友
軍
道
の
調
査

　
東
別
府
駅
か
ら
赤
松
村
（
現
在
は
赤
松
町
）
へ
続
く
道
を
十
分
位
歩

く
と
赤
野
地
区
（
現
在
は
山
家
十
組
）
に
着
く
。
こ
の
赤
野
地
区
の
西

側
に
小
高
い
山
が
あ
る
。
地
元
で
は
「
こ
や
ま
じ
山
」
と
云
う
。
こ
の

山
の
麓
に
は
瓜
生
島
の
赤
地
蔵
伝
説
の
地
蔵
と
地
元
が
云
っ
て
い
る
お

地
蔵
様
を
祀
っ
て
い
る
社
（
伝
説
を
確
認
出
来
る
も
の
は
見
つ
か
ら
ぬ
）

と
江
戸
時
代
の
府
内
街
道
の
道
の
一
部
が
残
さ
れ
て
い
る
。
「
伝
承
の

大
友
軍
道
」
は
こ
の
山
の
中
腹
に
あ
る
。

　
獣
道
の
よ
う
な
道
を
昇
っ
て
い
く
と
、
み
か
ん
園
と
栗
林
が
あ
り
そ

の
側
に
大
友
軍
道
と
呼
ば
れ
る
道
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
道
の
長
さ
は

南
北
凡
そ
五
〇
ｍ
、
幅
約
六
ｍ
で
平
坦
な
道
の
跡
で
あ
る
。
道
の
東
側

は
杉
並
木
で
幹
周
り
は
Ｉ
ｍ
～
て
七
ｍ
、
西
側
に
は
住
居
跡
と
思
わ

れ
る
石
積
と
土
壁
が
今
ま
さ
に
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
道
の
平
坦
な

所
に
は
雑
木
や
竹
が
繁
茂
し
て
、
こ
の
道
も
ま
さ
に
消
え
よ
う
と
し
て

い
る
。

　
道
の
南
の
延
長
線
約
一
〇
〇
ｍ
の
所
に
苔
む
し
た
五
輪
塔
が
あ
る
。

五
輪
塔
は
あ
と
一
基
こ
の
近
く
に
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
見
つ
け
出

せ
な
か
っ
た
。
五
輪
塔
の
側
を
軍
道
が
伸
び
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い

（
図
２
）
。
石
積
の
石
は
野
面
石
で
は
な
く
角
石
で
あ
る
。
文
献
に
よ
る

と
角
石
の
粗
加
工
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
天
正
年
間
で
あ
る

が
、
当
該
石
積
が
そ
ん
な
に
古
い
も
の
で
な
い
事
は
石
の
風
化
状
態
か

ら
推
定
で
き
る
。

　
た
だ
し
道
は
土
地
所
有
権
に
関
わ
る
こ
と
や
、
場
所
が
経
済
価
値
の

乏
し
い
山
中
で
経
済
活
動
が
発
生
し
に
く
い
土
地
柄
で
あ
る
事
な
ど
が
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幸
い
し
て
昔
の
ま
ま
保
存
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
こ
の
遺
の

延
長
が
山
を
降
る
で
あ
ろ
う
所
に
は
二
ｍ
位
の
幅
を
持
つ
遺
跡
ら
し
き

も
の
が
あ
る
が
幅
六
ｍ
も
の
遺
跡
は
な
い
。
従
っ
て
遺
を
形
作
る
石
積

の
風
化
状
態
等
も
考
慮
す
れ
ば
道
幅
は
近
年
拡
幅
さ
れ
た
可
能
性
が
強

へ
○

Ｉ
Ｖ図２　伝大友軍道（平面略図）
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こ
い

○
斟
肛
訃

ご
ご
に

石垣（高さ

ま
と
め

　
通
常
、
道
路
の
歴
史
は
人
の
歩
む
く
み
ち
〉
か
ら
始
ま
る
。
西
欧
諸

国
に
於
い
て
は
く
み
ち
〉
は
そ
の
後
乗
合
馬
車
さ
ら
に
は
自
動
車
の
走

る
道
路
に
発
達
す
る
が
、
日
本
で
は
歩
く
く
み
ち
〉
か
ら
い
き
な
り
自

動
車
の
道
へ
と
変
化
し
た
と
い
う
特
殊
性
が
あ
り
、
山
を
貫
き
長
い
橋

を
渡
る
新
し
い
道
つ
ま
り
現
近
代
の
高
速
道
路
に
代
表
さ
れ
る
道
路
建

設
が
そ
の
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。

　
日
本
は
近
代
化
を
急
い
だ
。
利
用
価
値
を
無
く
し
た
も
の
は
躊
躇
な

く
捨
て
去
ら
れ
た
。
江
戸
時
代
か
ら
の
道
を
拡
幅
し
舗
装
し
て
国
道
や

県
道
或
い
は
市
道
と
し
て
現
在
も
生
き
て
い
る
道
が
残
っ
て
い
る
も
の

の
、
例
え
ば
一
里
塚
な
ど
の
道
程
な
ど
も
含
め
多
く
の
道
が
消
え
去
り
、

又
は
脇
に
押
し
や
ら
れ
た
。

　
司
馬
追
太
郎
の
「
街
道
を
ゆ
く
」
の
な
か
に
『
律
令
の
こ
ろ
豊
後
森

町
に
玖
珠
郡
の
郡
衛
が
あ
っ
た
。
国
道
二
Ｉ
○
号
線
に
車
を
止
め
て
今

は
い
い
道
に
な
っ
て
い
る
が
、
古
街
道
は
多
分
こ
の
道
に
平
行
し
て
玖

珠
川
の
む
こ
う
岸
を
通
っ
て
い
る
旧
道
が
そ
う
に
違
い
な
い
』
と
い
う

く
だ
り
が
あ
る
。
歩
く
く
み
ち
〉
が
車
の
く
み
ち
〉
ヘ
ー
気
に
取
っ
て

代
わ
ら
れ
た
例
で
あ
ろ
う
。

　
同
じ
く
「
街
道
を
ゆ
く
」
で
王
朝
時
代
の
豊
後
日
田
街
道
が
略
図
な

が
ら
図
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
略
図
に
よ
る
と
豊
後
日
田
街
道
は
国
東

半
島
を
一
周
し
て
（
国
道
二
号
一
号
に
沿
う
）
日
出
、
別
府
を
へ
て
由

布
院
に
い
た
り
玖
珠
か
ら
日
田
に
達
す
る
道
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
道
は
元
禄
七
年
貝
原
益
軒
が
描
画
し
た
道
に
沿
っ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
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日
本
の
長
い
歴
史
に
あ
っ
て
、
政
権
の
中
枢
地
域
に
お
い
て
は
軍
事

経
済
上
の
必
要
か
ら
系
統
的
に
道
路
整
備
が
行
わ
れ
た
。

　
古
代
で
は
大
化
の
改
新
以
後
東
海
道
を
含
む
五
畿
七
道
が
整
備
さ
れ
、

大
宝
律
令
で
道
路
の
等
級
付
け
が
な
さ
れ
（
た
と
え
ば
山
陽
道
は
大
路
、

東
海
道
は
中
略
に
格
付
け
）
、
鎌
倉
時
代
に
は
東
海
道
に
駅
法
を
定
め

て
飛
脚
や
早
馬
を
設
置
し
、
江
戸
時
代
に
は
関
東
五
街
道
が
整
備
さ
れ

ま
た
宿
場
町
も
整
備
さ
れ
た
。
し
か
し
政
権
か
ら
道
い
地
方
で
は
特
筆

さ
れ
る
よ
う
な
道
作
り
の
記
録
は
な
か
な
か
見
つ
け
難
い
。

　
大
友
軍
道
に
つ
い
て
も
い
か
な
る
歴
史
を
経
て
い
る
の
か
記
録
が
見

つ
か
ら
な
い
。
表
題
の
伝
大
友
軍
道
も
記
録
は
見
つ
か
ら
ぬ
が
観
察
点

を
総
合
す
れ
ば
、
こ
の
道
は
近
年
に
お
い
て
加
工
さ
れ
た
部
分
が
か
な

り
有
る
と
推
定
出
来
る
も
の
の
、
伝
承
の
大
友
軍
道
が
根
本
に
あ
っ
た

可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
大
友
車
道
に
つ
い
て
御
存
知
の
方
が
居
ら
れ
ま
し
た
ら
お
教
え
下
さ

へ
○

Ｉ
Ｖ　

つ
い
で
な
が
ら
、
冒
頭
に
記
し
た
が
楠
木
正
成
敗
死
後
の
明
徳
四
年

二
三
九
三
、
正
成
死
後
二
五
年
目
）
に
正
成
の
次
弟
、
正
氏
（
長
男

正
成
と
末
弟
の
正
季
の
記
述
は
詳
し
い
が
正
氏
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ほ

と
ん
ど
記
述
が
な
い
。
「
系
図
纂
要
」
橘
氏
系
図
で
は
〈
於
湊
川
正
成

一
所
討
死
三
十
九
〉
と
あ
り
戦
死
し
た
事
に
な
っ
て
い
る
）
の
子
孫
正

業
が
赤
野
に
移
住
し
、
そ
の
子
孫
は
赤
野
城
主
ま
で
に
出
世
し
た
が
、

大
友
家
滅
亡
後
は
野
に
下
り
て
赤
野
地
区
近
辺
で
百
姓
を
し
な
が
ら
世

を
し
の
ん
だ
と
い
わ
れ
、
今
で
も
赤
野
地
区
の
人
々
の
中
に
は
楠
木
一

族
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
し
、
こ
の
こ
と
を
後
世
に
伝
え
た
い

と
願
っ
て
い
る
家
系
が
あ
る
。

　
ま
た
糸
永
姓
の
始
祖
は
赤
野
城
主
雄
城
氏
一
続
か
ら
出
た
と
云
わ
れ

て
い
る
。
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脈
』
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氏
系
図
、
『
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書
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従
』
楠
木

　
氏
系
図
、
「
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図
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要
」
橘
氏
系
図
よ
り
）

司
馬
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太
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『
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を
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く
』
（
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社
）

『
大
百
科
事
典
』
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